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56 咲 雪 の 屋 敷 林 異 循 着 雪 害
か ら 冠 雪 害 に 関 す る 文 献 を 借 用 し た 。 殊  に 富
山 地 方 気 象 台 鶴 岡 保 明 台 長 ・ 小 池 富 治 防 災 業
務 課 長 ・ 中 川 三 郎 前 富 山 地 方 気 象 台 長 ・ 建 設
省 黒 部 工 事 事 務 所 平 田 健 調 査 課 長 ・ 長 谷 川 オ
次 郎 調 査 主 任 ・ 富 山 県 林 業 試 験 場 伊 藤 徳 治 場
長  ・ 野 越 恒 雄 造 林 課 長 ・ 平 英 彰 主 任 研 究 員 ・
北 日 本 新 聞 社 明 石 志 行 の 諸 氏 の こ 協 力 を 得 た
こ と を 記 し て ， 深 〈 謝 意 を 表 す る 。 ま た ，  稿
を ま と め る に あ た っ て お 世 話 に な っ た 当 館 の
布 村 昇 ， 文 献 面 で 協 力 を 得 た 石 坂 雅 昭 ・ 黒 田
久 喜 ， 作 図 し た 高 原 佐 代 子 の 諸 氏 に 御 礼 を 申
し あ げ る 。
な お ， こ の 報 文 の 概 要 は 昭 和 56 年 度 日 本 雪
氷 学 会 秋 季 大 会 に お い て 発 表 し た も の で あ る 。
短
Neo litea se 戌 ea Kom z .  
（ シ ロ ダ モ ） の 天 然 林 の 記 録
長 井 真 隆
麻 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
魚 津 市 大 湘 寺 野 に あ る 。 角 川 下 流 に 出 合 う
小 さ な 谷 （ 通 称 宮 津 の 谷 ）  で ， 市 街 地 の 近 〈
に あ る 。 俗 に ア オ ガ シ の 林 と 呼 ば れ て い る 。
吉 崎 幸
信 氏 ら の 案 内 で 確 認 し た (1 9 8 1 ・6 ・ 2 4 ) 。
シ ロ ダ モ は 決 し て 珍 し い 植 物 で は な い 。 ヤ
プ ツ バ キ ク ラ ス 域 の 標 徴 種 で ， 群 落 を 見 な
い の か 普 通 で あ る が ， こ こ で は 群 落 を 作 っ て
い る 。 ま た ， こ の 林 や 隣 接 し た ス ギ 林 に は ，
ゴ ン ズ イ ・ ナ ン テ ン ・ モ チ ノ キ  ・ カ ラ タ チ バ
ナ  ・ オ モ ト ・ ホ シ ダ ・ タ チ シ ノ ブ ・ カ ニ ク サ
な ど の 暖 帯 性 の 植 物 が 見 ら れ る 。 構 造 ・ 組 成
等 に つ い て は 機 会 を あ ら た め て 報 告 す る 。
文 献
舟 田 久 之 (1 9 8 1 ), 56 年 大 雪 の 降 雪 状 況 に つ い
て ． 日 本 雪 氷 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 査 料
小 山 t尊 ( 1 981), 天 文 天 気 図 日 記 ・ 天 文 と 気 象
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中 川 三  郎 (1 982 ), 56 煤 雪 と 38 豪 雪 ．  富 山 地 学
会 編 ， 豪 雪 ， 古 今 書 院
林 野 庁 ( 19 5 7), 昭 和 3 1 年 北 陸 並 び に 本 州 中 部
に 発 生 し た 森 林 の 気 象 災 害 調 査 報 告 書
高 橋 喜 平 (1952 ), ス ギ の 冠 雪 に つ い て ． 林 業
試 験 場 研 究 報 告 54
富 山 県 ( 1 9 8 1 ), 富  山 県 に お け る 雪 に 関 す る 調
査
報
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（ ホ シ ダ ） の 記 録
長 井 真 隆
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
ホ シ ダ は 富 山 県 西 部 で 比 較 的 多 く 確 認 さ れ
同 町 鳥 倉 ・
高 岡 市 頭 川 （ 以 上 大 島 哲 夫 ） ・ 氷 見 市 海 岸 丘 陵
地 な ど で あ る 。 県 東 部 で は 分 布 は 少 な 〈 富 山
市 呉 羽 山  （ 大 田 弘 ） で の 確 認 か あ る の み で あ
る 。 今 度 ， 魚 津 市 で 採 集 し た の で 報 告 す  る 。
採 集 地 ： 魚 津 市 大 海 寺 野
年 月 日 ： 1 981 年 8 月 11 日
採 集 者 ： 小 路 登 ー ・ 長 井 真 隆
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